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 ②教員紹介 

 経営福祉学科  

幼児保育学科 

 

③専任教員の年齢構成 
 

 
     

区分 
年齢ごとの専任教員数 

70以上 60～69 50～59 40～49 30～39 29以下 平均年齢 

経営福祉学科 0 3 0 4 3 0 48.6 

幼児保育学科 2 0 3 3 2 0 53.3 

合計 2 3 3 7 5 0 50.9 

 

④職階別教員数 

 

区分 
職階ごとの専任教員数 兼任 計 

教授 准教授 講師 助教 助手   

経営福祉学科 3 3 2 2 0 16 26 

幼児保育学科 4 2 3 1 0 14 24 

合計 7 5 5 3 0 30 50 

 

 ⑤専任教員と非常勤講師の比率 

 

区分 専任教員数 非常勤講師 合計 

経営福祉学科 
人数 10 人数 16 人数 26 

比率 38% 比率 62% 比率 100% 

幼児保育学科 
人数 10 人数 14 人数 24 

比率 42% 比率 58% 比率 100% 

合計 
人数 20 人数 30 人数 50 

比率 40% 比率 60% 比率 100% 

 

 

 

 

 

http://www.nkjc.ac.jp/h26/tk.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/ty.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/ty.pdf


 

（２）入学者に関する受入方針及び学生の状況 

 

① アドミッションポリシー（入学生受入方針）  

本学では、建学の精神である「師弟の和熟による人間形成」を実現するために、人間

教育を基礎とした個人の持つ可能性の探求と地域社会・文化・産業の発展に向けた有為

の人材の育成を目指しています。そのため、次のような人材を求めています。 

 

 経営福祉学科  

 急激な高齢化や高度情報通信化などの社会の変化に対応できる、広い視野と的確

な判断力を備えた積極的で意欲のある人材。 

 幼児保育学科 

将来、保育所・幼稚園・社会福祉施設などで活躍したいと考え、保育士資格や幼

稚園教諭二種免許の取得を目指す人。 

 

 ②入学者数の推移、在学者数、収容定員充足率 

  区分 H25年度 H26年度 H27年度 H28 年度 H29年度 

経営福祉学科 

入学定員 50 50 50 50 50 

入学者数 41 57 50 42 28 

入学定員充足率 82% 114% 100% 84% 56% 

収容定員 100 100 100 100 100 

在籍者数 100 96 95 85 70 

入学定員充足率 100% 96% 95% 85% 70% 

幼児保育学科 

入学定員 80 80 80 80 80 

入学者数 79 80 81 72 64 

入学定員充足率 99% 100% 101% 90% 80% 

収容定員 160 160 160 160 160 

在籍者数 154 156 157 151 131 

入学定員充足率 96% 98% 98% 94% 82% 

合計 

入学定員 130 130 130 130 130 

入学者数 120 137 131 114 92 

入学定員充足率 92% 105% 101% 88% 71% 

収容定員 260 260 260 260 260 

在籍者数 254 252 252 236 201 

入学定員充足率 98% 97% 97% 91% 77% 



③学位授与数（卒業者数）  

  

 

          

  

 

④資格取得者数 

 

区分   H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

経営福祉学科 

介護職員初任者研修   3 1 2 0 

介護福祉士 26 33 26 30 30 

福祉用具専門相談員 23 35 28 31 30 

幼児保育学科 

保育士 65 65 64 61 64  

幼稚園教諭二種免許 57 64 59 52 56 

初級ｽﾎﾟｰﾂ指導員 28 23 16 13 14 

ﾋﾟｱﾍﾙﾊﾟｰ 30 29 38 34 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤卒業後の進路（進学及び就職状況）平成 28年度進路状況一覧表平成 29年 3月 31日現在 

 

区分 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

経営福祉学科 44 55 37 42 40 

幼児保育学科 73 69 71 65 66 



 

　 男 女 計 男 女 計 男 女 計

a 卒業者数 25 15 40 14 52 66 39 67 106

b 就職希望者数 23 14 37 12 49 61 35 63 98

c 就職内定者数 19 14 33 9 46 55 28 60 88

就職内定率 (c/b) 82.6% 100.0% 89.2% 75.0% 93.9% 90.2% 80.0% 95.2% 89.8%

d 四年制大学希望者数 0 0 0 1 0 1 1 0 1

e 四年制大学合格者数 0 0 0 1 0 1 1 0 1

f  専攻科希望者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

g 専攻科合格者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

h 専門学校等希望者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

i 専門学校等合格者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

j 研　究　生 0 0 0 0 0 0 0 0 0

k 科目等履修生 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 Ｉ一時的な仕事に就いたもの
（アルバイト・パート・契約社員等）

0 1 1 1 3 4 1 4 5

m 就職未決定者 4 0 4 3 1 4 7 1 8
ｎ進学・就職以外の者
（家事手伝い等）

2 0 2 0 0 0 2 2 4

o 進路希望者数 (b+d+f+h+j+k+l) 23 15 38 14 52 66 37 67 104

p 進路決定者数 (c+e+g+i+ j+k+l) 19 15 34 11 49 60 30 64 94

進路決定率 (p/o) 82.6% 100.0% 89.5% 78.6% 94.2% 90.9% 81.1% 95.5% 90.4%

進路決定率 (p/a) 76.0% 100.0% 85.0% 78.6% 94.2% 90.9% 76.9% 95.5% 88.7%

経営福祉学科 幼児保育学科 合　　計

                     

 

 



⑥前年度の全学生数に対する退学（除籍含む）の人数と割合（中退率） 

 

区分 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

経営福祉学科 
人数 7 2 10 5 3 

割合 6％ 2％ 10％ 5％ 3％ 

幼児保育学科 
人数 6 8 7 7 15 

割合 4％ 5％ 4％ 4％ 10％ 

 

 ⑦留年者数 

 

区分 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

経営福祉学科 1 4 0 1 2 

幼児保育学科 4 6 4 8 4 

 

 ⑧社会人学生数 

 

区分 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

経営福祉学科 0 0 1 0 1 

（依託学生） (9) (3) (4) (4) (1) 

幼児保育学科 2 8 1 7 1 

 

 ⑨留学生数 

 

区分 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

経営福祉学科 1 4 3 5 6 

幼児保育学科 0 0 0 0 1 

 

⑩進学者数 

 

区分 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

経営福祉学科 0 4 4 4 0 

幼児保育学科 1 1 1 1 1 

 

 

 

 



（３）授業科目、授業の情報及び内容並びに年間の授業計画 

①カリキュラムポリシー 

  経営福祉学科  

ａ）生き抜く力を涵養するため、少人数ゼミ制の科目を設け、学生が自ら考える態

度を養えるようにしている。 

ｂ）基礎学力を重視し、幅広い教養を身につけるための科目を設けている。 

ｃ）十分な専門知識や技術を習得し、活用する力を身につけるため、実学を重視し

た実践教育に力を入れている。 

ｄ）地域社会に貢献できる人材に育つよう、授業の一環として地域交流を行ってい

る。 

    

幼児保育学科 

ａ）保育者としての専門性を身につけるため、少人数制を取り入れ、実践を重視し

たカリキュラム編成にしている。 

ｂ）社会的常識や幅広い教養を身につけるため、多彩な外部講師を招いている。 

ｃ）生活の香りのする保育者を育てるため、八代の地域性を活かした地域交流を行

っている。 

 

②平成 29 年度学年暦 

  

 ③シラバス    

 

 

 

 

（４）学習の成果に係る評価及び卒業または修了の認定に当たっての基準 

① 授業科目一覧表（必修・選択・自由科目別の必要単位修得数） 

② 取得可能学位 

  本学を卒業した者には、短期大学士（経営福祉学科は経営福祉学、幼児保育学科は幼

児保育学）の学位が授与される。 

 

経営福祉学科（平成 19 年度入学生より） 

 

学科 学位に付記する専攻分野の名称 

経営福祉学科 

（Department of Management and Welfare） 

経営福祉学 

（Associate of Management and Welfare） 

経営福祉学科 1 年 2 年 

幼児保育学科 1 年 2 年 

http://www.nkjc.ac.jp/h26/calendar.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/jigyo.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/k1.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/k2.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/y1.pdf
http://www.nkjc.ac.jp/h26/y2.pdf


幼児保育学科（平成 17 年度入学生より） 

学科 学位に付記する専攻分野の名称 

幼児保育学科 

（Department of Early Childhood Care and 

Education） 

幼児保育学 

（Associate of Early Childhood Care and 

Education） 

（５）学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援 

①学内の学生支援組織

学習支援センター

就職支援センター

②奨学金に関する情報

学業または課外活動において顕著な実績を残した高校生を対象に奨学生選考試験（入

学試験）を実施している。学納金のうちの授業料の減免を行うが、減免率は受験生の成

績により異なる。採用人数は若干名。採用期間は原則一年間。

外部奨学金の紹介について 

経済的理由のために修学困難な学生を対象に奨学金の紹介を行っている。いずれの奨

学金も学生課を通して申込みを受け付ける。 

・日本学生支援機構奨学金

第一種奨学金（無利子）…四月受付 

月額 30,000 円又は月額 53,000 円(自宅外 60,000 円)。 

第二種奨学金（有利子）…四月受付 

月額 30,000 円、50,000 円、80,000 円、100,000 円、120,000 円から選択。 

緊急奨学金…家計急変等の事由がある場合に限り随時 

条件は第一種奨学金に順ずる。 

応急奨学金…家計急変等の事由がある場合に限り随時 

条件は第一種奨学金に順ずる。 

・熊本県育英資金奨学金…四月受付

  月額 35,000 円。主たる生計支持者が熊本県内在中 

・宮崎県育英資金奨学金…四月受付

月額 52,000 円(自宅外 59,000 円)。主たる生計支持者が宮崎県内在中 

http://www.nkjc.jp/?page_id=92
http://www.nkjc.jp/?page_id=94


・壽崎育英財団奨学金…四月受付 

月額 10,000 円の一年間給付。主たる生計支持者が九州内在中 

・鶴友奨学会奨学金…四月受付 

月額 30,000 円。主たる生計支持者が熊本県内在中 

・その他 

あしなが育英会、交通遺児育英会などの奨学金のほか介護福祉士等修学資金などの 

貸付の紹介も行っている。 

 

（６）教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

 ①ディプロマポリシー 

経営福祉学科 

ａ）多様化した社会での「生活力」の涵養。 

ｂ）基礎学力の重視と補習授業の徹底。 

ｃ）実学に重点を置いた実践教育。 

ｄ）地域社会との交流の促進。 

 

幼児保育学科 

ａ）理論と実践の融合を図り、保育者としての専門性を自覚すること。 

ｂ）社会的な常識や、幅広い教養を身につけること。 

ｃ）時代にあった生活感をみにつけること。 

 

 

 ②履修モデル 履修の規則及び履修方法   

  経営福祉学科 

 介護福祉士コースと経営情報コースの２つのコースがあるが、介護福祉士コースは資

格取得のため、ほぼすべての科目が資格必修科目となっている。経営情報コースは、会

計を中心に学び税理士受験資格を得られる履修モデル、情報技術を中心に学び情報処理

技術者を目指す履修モデル、四年制大学への編入を目指す履修モデルを用意している。 

 

幼児保育学科 

 幼児保育学科も経営福祉学科の介護福祉士コース同様に、ほとんどの科目が資格必修

科目となっているが、保育実践力を身につける保育総合コースの履修モデルと子供の心

自分の心いろんな形の心理を学ぶ子供心理コースの履修モデルがある。 

 

② 主要科目の特徴 

  経営福祉学科 

http://www.nkjc.ac.jp/h26/risyu.pdf


 

ライフプランニングⅠ 

ワークやディスカッション等を通して、将来より良い人生を送るための生き方や

社会との関わり方等を自ら考え構築する。 

  

ライフプランニングⅡ 

自分らしい生き方を実現するためのキャリアプランニングを行う。卒業後の進路

についてはもちろんのこと、人としての生き方にとって必要な行動目標を明確にし

ていく。 

       

地域福祉論 

地域包括ケアシステムの重要性が提起される中で、本学では介護福祉士取得にむ

けた養成カリキュラム以外に地域福祉論を設けている。地域福祉論では、地域社会

の理解をはじめ、人々が要介護状態になっても地域で安心したくらしを営める社会

の実現に向け、地域福祉の基本的考え方をはじめ、多様な地域における社会資源の

理解や各専門職の役割の理解等について学修をおこなう。 

    

医療的ケア演習 

喀痰吸引や経管栄養に必要な人体構造や機能などを学び、最新のモデルを使っ

て、口腔、鼻腔、気管カニューレ内部からの吸引を各５回以上実施する。更に、胃

ろうや経鼻経管栄養も各５回以上実施することにより、医療的ケアを安全に適切に

行う為の基礎的知識と実施手順の修得を目指す。 

 

幼児保育学科 

  基礎演習（１年生） 

この演習では、社会人や保育者にとって必要な素質を身につける事を目標として

います。例えば、「大学での学び方」「保育用語テスト」「日本語文章作成」等の内

容が含まれており、基礎的な学習スキルや知識の向上を目指します。また「ボラン

ティア講座」では、外部講師の指導のもと点字や手話などを実際に体験しながら福

祉マインドを学んでいきます。 

  

   キャリアスタディ（２年生） 

この演習では、１年次「基礎演習」の内容を拡充し、将来展望をさらに明確化す

るための内容となっています。例えば、就職活動に必須の心構え、知識やスキル等

の学びに特化した講義やガイダンス、演習等も数多く用意されています。 

 



 

 ④科目ごとの目標 

  シラバスを参照してください。 

 

（７）国際交流・社会貢献等の概要 

 ①協定相手校 

  協定相手校はありません。 

 

 ②社会貢献活動 

   

 ③大学間連携・高大連携   

高大連携事業      

 地域の高等学校定時制との連携教育で、協定を締結し、希望者を科目等履修生として 

受け入れ単位取得が可能となる。さらに本学に進学した際には、既修得科目は単位認定する。 

      

【受け入れ状況】      

 ◆八代東高等学校定時制（平成 21年 2月：協定締結）    

  平成 21年 4月～平成 22年 3月迄受入れ（八代東高等学校定時制と八代工業高等学校定時制 

統合のため） 

対象者学年 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度   

2年次 0 4 0   

3年次 4 0 5   

合計 4 4 5   

      

 ◆八代工業高等学校定時制（平成 23年 2月：協定締結）    

   平成 23年 4月より受入れ 

対象者学年 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

2年次 2 0 1 0 

3年次 0 0 0 0 

合計 2 0 1 0 
 

 

 

 

 

http://www.nkjc.ac.jp/h26/shakai.pdf


大学間連携 

  大学コンソーシアム熊本 

熊本県内にある大学・高専等（１４校）が協力して、地域社会の教育・文化の向上・

発展に貢献し、熊本の教育環境の向上に寄与することを目的としています。 

 

 ④産官学連携 

  現在のところありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.consortium-kumamoto.jp/
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平成２８年度 事業報告書の概要 

 

１．法人の概要 
 

○法人名 

八商学園 

○設置する学校・学部・学科等 

（１）中九州短期大学 

Ａ 経営福祉学科 

① 国際・ビジネスコース    ② 介護福祉士コース 

Ｂ 幼児保育学科 

① 保育総合コース       ② こども心理コース 

（２）秀岳館高等学校 

Ａ 普通科 

① 特進コース         ② 進学コース 

③ 保健福祉コース       ④ 総合コース 

Ｂ 商業科 

①ＩＴコース           ② トータルデザインコース 

Ｃ 建設工業化 

① テクニカルデザインコース  ② インテリアクラフトコース 

 

○学部・学科等の入学定員・学生数の状況 

 

（１）中九州短期大学 

学科 入学定員 収容定員 在籍数 
(平成28年5月１日現在) 

在籍数 
(平成 29年 5月 1日現在) 

経営福祉 ５０人 １００人 ８６人 ７０人 

幼児保育 ８０人 １６０人 １５３人 １３１人 

計 １３０人 ２６０人 ２３９人 ２０１人 

（２）秀岳館高等学校 

学科 入学定員 収容定員 在籍数 
(平成28年 5月１日現在） 

在籍数 
(平成 29年 5月 1日現在) 

普  通 ２４０人 ７２０人 ８７７人 ８９２人 

商  業 ６０人 １８０人 １５０人 １２９人 

建設工業 １００人 ３００人 １３３人 １４３人 

計 ４００人 １,２００人 １,１６０人 １,１６４人 

 

総在籍数 １,３９９人 １,３６５人 

 



○役員・教職員の概要（平成２９年５月１日現在） 

 

（１）役員（理事） 

役 員 数 

理 
 

事 

選 任 区 分 定数 現員 

監 
 

事 

選任区分 定数 現員 

寄付行為第 6条第 1項

第 1号・2号 
1 人 1 人 

寄付行為第７条第１項 

 

2 人 2 人 

3 号 2～3 3 

4 号 2～4 3 

計 5～8 7 

 

（２）評議員 
評 議 員 数 

選 任 区 分 定員 現員 

寄付行為第 24条第 1項第 1 号 5～7人 5 人 

2 号 2～4 2 

3・4号 1 1 

5 号 7～10 9 

計 15～22 17 

 

（３）教員 

中九州短期大学 

区分 
専   任 

非常勤 計 
教授 准教授 講師 助教 計 

経営福祉学科 3 3 2 2 10 14 24 

幼児保育学科 3 2 3 1 9 15 24 

計 6 5 5 3 19 29 48 

 

秀岳館高等学校 

専   任 
非常勤 計 

校長 副校長 教頭 教諭 講師 計 

1 1 1 14 47 64 14 78 

 

（４）職員 

 常勤職員 非常勤職員 合計 

中九州短期大学 8 1 9 

秀岳館高等学校 24 2 26 

合計 32 3 35 



２．事業の概要 

 

○中九州短期大学 

 

教育環境の充実 

・教室の照明をＬＥＤ照明に取り換え、資源エネルギーの削減に努め、明るく

て快適な教育環境の充実を図りました。（５ヵ年計画） 

・図書館利用者の増加で既存のロッカーが足りない状況を改善するため、ロッ

カーを増設しました。 

・図書館の視聴覚設備等の入れ替えを行い、利用しやすい環境整備を行いまし

た。 

・教育用備品等の入れ替えを行い、教育の充実を図りました。 

・教室の机、椅子の入れ替えを行い、教育環境の充実を図りました。 

 

学生生活のサポート 

・学生食堂の環境美化及び備品設置に努め、快適に利用できる居場所になるよ

う整備しました。 

 

施設設備の補修等 

・平成２６年度に建物の耐震診断を実施し、平成２７年度には耐震補強工事・

改築工事を要する箇所の構造計算設計業務委託を行いました。 

・平成２９年６月より耐震補強工事・改築工事を開始しました。 

 

女子寮の整備 

・ＩＨ調理器具等の増設を行い、快適な寮生活が送れるようにしました。 

 

 

 

○秀岳館高等学校 

 

教育活動 

・アメリカ・オーストラリアより教育視察団来校。生徒と教育視察団の交流を

図りました。 

 

施設設備の補修 

・平成２８年度熊本地震で被災したサッカーグラウンドの改修工事を行いまし

た。 

・平成２９年４月より校舎の耐震改築工事を開始しました。平成３０年３月完

成の予定です。 

 
 



２.　事業の概要
(1) 当該年度の事業の概要

月 日 月 日

4 1 始業 10 11 後期講義開始(経介2年）

消防設備点検 13 会計監査

現預金監査（公認会計士） 14 双葉幼稚園児来学交流

5 2年生オリエンテーション 24 一次推薦・特待生・社会人選考試験願書受付（11/8迄）

入学式リハーサル 29 ざぼん祭（～30日）

6 入学式（10：30AM開式・ふれ愛アリーナ）

入寮式 11 5 介護の日ｉｎ熊本イベント（くまもと交流館パレア）

7 前期講義開始 11 大津高校進路ガイダンス

1年生オリエンテーション 12 特待生（Ａ・Ｂ）・指定校推薦・一次推薦・社会人選考試験

8 Ｘ線撮影・尿検査 14 特待生（Ｃ）選考

11 教育実習（幼2年～12／2）

16 熊本地震発生 16 会計監査

19 熊本地震発生 18

介護福祉士模擬試験

5 11 創立記念日 19 保護者会研修旅行（天草）

16 内科検診（幼2年） 21 二次推薦・社会人選考願書受付（～12／6）

23 内科検診（介護1.2年） 城北高校進学ガイダンス

決算監査（公認会計士）～24日 12 2 天草方面進学ガイダンス

26 決算監査（学園監事） 3 公開講座

6 1 玉名地区進学ガイダンス（司ロイヤルホテル） 7 保育実習Ⅰ施設実習説明会

3 介護実習Ⅰc事前説明会（経介2年） 介護福祉士コース2年介護実習Ⅱ説明会

8 八代地区進学ガイダンス（八代ホワイトパレス） 8 会計監査

9 宮崎県進学ガイダンス（宮崎総合体育館） 10 二次推薦・社会人選考日

13 介護実習Ⅰc（経介2年） 12 学外研修（グリーンランド）

幼稚園実習（幼2年） 内部監査

14 学園創立記念祝賀会（18：30～大黒屋） 14 保育実習Ⅰ保育所実習説明会

15 理事・評議員（16：30～セレクトロイヤルホテル） 介護実習Ⅰａ報告会（介護1年）

18 保護者会総会（13：00～102教室） 15 二次推薦・社会人選考合格発表

24 熊本地区進路ガイダンス 19 避難訓練

7 2 第１回オープンキャンパス 28 仕事納め

3 外国人留学生日本語能力検定試験（熊大） 1 4 仕事始め

コンソーシアム熊本、進学ガイダンス 5 講義再開

7 熊本国府高校進学ガイダンス 17 後期講義終了（経1年、経情2年、幼1年）

12 湧心館高校進学ガイダンス 18 後期定期試験

23 第2回オープンキャンパス 20 保護者会（19：00～会議室）

26 介護実習Ⅰa事前説明会（経介１年） 23 「おさかな教室」（幼2年）

8 1 ＡＯ入試（一期）エントリー期間（～8/12） 24 介護実習Ⅰｂ事前説明会

8 全国統一模擬試験（経介護2年） 25 成績発表

12 前期講義終了（経福1年、経情2年、幼1年） 27 追再試験（～28日）

16 介護実習Ⅰa実習（経介１年～8/31迄） 30 保育実習Ⅰ（幼1年～2／13）

19 前期講義終了（経介護2年、幼2年） 2 1 特待生（Ａ・Ｂ）・一次試験・社会人選考日

介護実習Ⅱ事前説明会（経介2年） 4 ピアヘルパー試験（幼2年）

20 第3回オープンキャンパス 6 介護実習Ⅰｂ（介護1年～21日）

ＡＯ試験（一期）面談日 7 特待生（Ａ・Ｂ）・一次試験・社会人選考合格発表

22 保育所・施設実習（幼2年～9/3） 8 後期定期試験

29 消防設備点検 15 成績発表

9 1 介護実習Ⅱ（経介2年～10/6） 介護福祉士卒業時共通試験（介護2年）

AO（二期）入試エントリー期間（～9/16） 17 追再試験（～18日）

8 追再試（～9日） 20 保育実習Ⅰ（～3／4）

5 カンボジア留学生修了証書授与式 24 卒業判定会議

10 保護者会役員会・交流会（丹波） 27 くまがわ会交流会

17 第４回オープンキャンパス 3 3 二次試験・社会人選考日

6 福祉用具専門相談員指定講習会（介護1年～3/14迄）

9 特待生（Ａ・Ｂ）・一次試験・社会人合格発表

17 学位記授与式

25 ＡＯ入試

31 終業

保護者会監査・役員会（19：00～本学会議室にて）

「Nakagawaふれ愛アリーナ」避難所開設（～5/30）

特待生（Ａ・Ｂ・Ｃ）・指定校推薦・一次推薦・社会人選考合格発表

第6回世界のウチナーンチュ大会（エイサーサークル・沖縄～31日）

平成２８年度事業報告書
摘　　　要 摘　　　要

 



 

平成２８年度 事 業 報 告 書 

秀岳館高等学校 

 月  日        事  業  内  容  月  日        事  業  内  容 

 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 

  ７ 

  ９ 

１２ 

１４ 

１６ 

１８ 

１９ 

新任辞令交付、学園現金預金監査(公認会計士) 

新任式・始業式 

入学式(Nakagawaふれ愛ｱﾘｰﾅ) 

生徒・職員健康検診(～7/6日) 

熊本地震(前震)発生 

熊本地震(本震)発生 

「Nakagawaふれ愛ｱﾘｰﾅ」避難場所開放(5/30) 

城南八代益城地区高校体育大会中止 

１１ 

 

 

 

 

 

１１ 

１５ 

１６ 

１８ 

２５ 

 

高校説明会（佐敷中）、熊本市合同説明会 

球磨・人吉地区ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ(須恵文化ホール) 

公認会計士監査 

第十九回秀岳館高校「ふれ愛まつり」 

芦北・水俣地区ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ(しろやまスカイドーム) 

特進海外ホームスティ(～１２／７日) 

１２ 

 

 

 

 

 

 ５ 

 ８ 

１２ 

１６ 

２２ 

２８ 

２年生職場体験学習(～9日) 

公認会計士中間監査(～9日) 

学園監事中間監査 

建築・工事現場見学(A２年) 

二学期終業式 

仕事納め 

 ５ 

 

 

１０ 

２３ 

２６ 

熊本地震被災地へボランティア活動始める 

決算監査(公認会計士)(～24日) 

決算監査(学園監事) 

 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 

１０ 

１３ 

 

１４ 

１５ 

 

１６ 

２３ 

高校説明会（八代四中） 

高校説明会（水俣二中） 

歯科助手実習、(G2-5,～17日)、(G3-5,～24日) 

新規学校対象求人説明会 

介護職員初任者研修・集中講義,G3-5(～7/1日) 

創立記念日(Nakagawaふれ愛ｱﾘｰﾅ) 

学園理事会・評議員会 

高校説明会（松橋中） 

高校生と企業人との交流会 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

１０ 

１２ 

２１ 

２２ 

２４ 

２７ 

２９ 

仕事始め 

３学期始業式 

推薦・専願生願書受付(～２３日) 

大阪・福岡・奄美地区推薦専願生入試 

沖縄地区推薦専願生入試 

推薦・専願生入試 

推薦・専願生合格発表 

推薦・専願生入学手続(～30日) 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

１１ 

１２ 

２１ 

２８ 

求人票受付開始、企業の学校訪問開始 

高校説明会（小川中、津奈木中） 

高校説明会（泉中） 

高校説明会（八代三、八中） 

私立学校初任者九州地区研修会(～8日) 

高校説明会（佐敷中） 

高校説明会（水俣一中） 

一学期終業式 

一日体験入学 

 ２ 

 

 

 

 

 

  ３ 

 ５ 

１５ 

２１ 

２２ 

 

併願入学願書受付(～１４日) 

２学年修学旅行(～９日) 

併願生入試 

併願生合格発表 

併願生第一回入学手続き(～２３日) 

学園理事会・評議員会 

  ３ 

 

 

 

 

 

 

 １ 

 ４ 

 ７ 

１６ 

１７ 

１８ 

３１ 

２８年度卒業証書授与式 

高所作業者特別教育(～5日) 

Ｈ２８年度就活応援セミナー(２年生) 

併願生第二回目入学手続き(～１７日) 

修了式・退任式 

２９年度入学生の入学説明会 

２８年度事業終了 

 ８ ２３ 二学期始業式 

 ９ 

 

 

 

 

 

１０ 

１３ 

１６ 

２３ 

２８ 

２９ 

体育大会 

県議会私学振興議員連盟私立学校現地視察 

公認会計士監査、サッカー場災害復旧工事清祓 

保護者会視察研修（韓国：現一高校）（～24日） 

高校説明会（泗水中、砥用中） 

沖縄地区生徒募集(～10/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 ５ 

 ７ 

１１ 

１３ 

１４ 

１８ 

２０ 

２１ 

 

２４ 

２６ 

２８ 

阿蘇郡市私立高校説明会 

高校説明会（天草地区、東陽中） 

高校説明会（八代二中）、八代地区生徒募集 

高校説明会（千丁中） 

公認会計監査 

高校説明会（八代五中） 

高校説明会（鏡中） 

高校説明会（松橋中） 

秀岳祭(発表・展示・マーケット)(～23日)、私学教育

視察団来校（県内私立高校保護者） 

高校説明会（網田中、日奈久中） 

高校説明会（八代一中） 

高校説明会（三角中、武蔵丘中） 

 １１ 

 

 

 

 ４ 

  ７ 

  ９ 

１０ 

天草地区ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰ(松島アロマ) 

高校説明会（不知火中） 

高校説明会（嘉島中） 

高校説明会（湯前中）、宇城地区合同説明会  
 

 

 



経営福祉学科 平成28年度 事業報告書 

学科運営方針（平成28年度） 

 

目 的   経営福祉学科では、経営や情報および介護・福祉に関する専門的知識・技能を授け、 

職業人として最も基本となる人間性を育み、地域に根ざした企業人および介護福祉士

として社会的貢献を通じて地域の活性化に資する人材の育成を使命とする。 

 

平成28年度の取り組み 

 

◎ 情報・ビジネスコース 

1) 事業内容 

a. 特別講座 

5 月下旬～6月中旬 日商簿記検定特別講座 

6 月中旬～7月中旬 ITパスポート試験特別講座 

10 月中旬～11月中旬 日商簿記検定特別講座 

11 月中旬～12月中旬 ITパスポート試験特別講座 

2 月下旬～2月下旬 日商簿記検定特別講座 

2 月中旬～3月中旬 ITパスポート試験特別講座 

 

b. インターンシップ（税理事務実習を中心として）8月中旬～8月下旬 

 

c. 他の資格（電子会計実務検定、日本語検定） 

 

※ 上記の a、b、cについては、学生のニーズがなかったため、平成 28年度は実施に至ら

なかった。 

※ カンボジアとタイの留学生に対して、日本語能力対策特別講座を実施した。（平成 28年

11月 1日～平成 29年 3月 31日） 

 

2)情報ビジネスコース卒業生の進路状況 

情報ビジネスコース卒業生の進路状況は以下に示す通りである。 

【就職先】社会福祉法人清流会氷川学園、SB Good Industry、那須商店フィットネスクラ

ブ Curves、K’sテクノス、他（就職率７１.４％、内定率７１.４％） 

 

 



◎ 介護福祉士コース 

1)介護福祉士養成に関すること 

介護実習について 

1 年生 

期日 項目 対象 

平成 28 年 8月 3日～5日      

平成 28 年 8月 16日～26日 
介護実習Ⅰa 実習 通所介護・訪問介護 

平成 29年 2月 6日～2月 21日 介護実習Ⅰb 実習 介護老人保健施設・特別養護老人ホーム 

 

2 年生 

期日 項目 対象 

平成 28 年 6月 13日～6月 28日 介護実習Ⅰc 実習 障害者施設、グルームホーム、他 

平成 28年 9月 1日～10月 5日 介護実習Ⅱ実習 介護老人保健施設・特別養護老人ホーム 

※ 各実習前には、実習先事業所・施設様に向けた実習説明会を開催し、実習前施設見学・

ボランティア等を行い実習を終了した。また実習後には課題研究発表会を実施した。 

 

2）介護職員初任者研修に関すること 

 平成 28年度は対象者なし。 

 

3）福祉用具専門相談員に関すること 

 実施期間：平成 29 年 3月 6日 ～3月 14日（1年生） 

 

4）普通救命講習に関すること 

 実施日：平成 28年 12月 11日（2年生） 

 

5）資格試験に関すること（2年生） 

 ・介護福祉士全国統一模擬試験    実施日：平成 28年 11月 18日 

・介護福祉士卒業時共通試験     実施日：平成 28年  2月 15日 

 

6）学外活動 

 2年生：平成 28年 12月 19日 すずらん流荘 施設行事のクリスマス会への参加(2年生) 



7) 介護福祉士コース卒業生の進路状況（就職率 100％） 

平成 28年度介護福祉士コース卒業生の進路状況は下記に示す通りである。 

就職希望あり 29 人 100.0%  

・特別養護老人ホーム 13 人 44.8% みやび園(八代市)、みなみ園(八代市)、すずらん

の里(八代市)、安寿の里(八代市)、しらぬい荘(宇

城市)、蕉夢苑(宇土市)、照古園(宇土市)、たい

めい苑(玉名市)、鐘ケ丘ホーム(あさぎり町)、紀

水苑(佐賀県) 

・老人保健施設 4 人 13.9% 
景雅苑(宇土市)、タンホポ(人吉市)、白藤苑(熊

本市) 

・特定施設入居者生活介護 2 人 6.9% 紀水苑(東京都) 

・認知症対応型共同生活介

護 
3 人 10.3% グループホーム神苑(八代市) 

・通所介護 2 人 6.9% すずらんの里(八代市)、はるかぜ(熊本市) 

・障害者支援施設 3 人 10.3% 氷川学園(氷川町)、芦北医療センター(芦北町) 

・一般企業 2 人 6.9% 一工業(八代市)、株式会社 NDS(熊本市) 

    

就職希望なし 1 人  看護学校進学(学業専念)予定 

 

8) 資格取得状況 

介護福祉士コースの資格取得状況は、卒業生 29名中全員が介護福祉士資格取得に至って

おり、介護福祉士資格取得率は 100％であった。 

また、介護福祉士コースの学生は、介護福祉士の資格と併せて社会福祉主事任用資格と

福祉用具専門相談員の資格も取得している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



幼児保育学科平成 28 年度事業報告 

幼児保育学科では、保育・教育に携わる上で必要となる教養や専門的な知識を習得さ

せ、保育士・幼稚園教諭として最も基本的となる感性豊かな人間性を育み、地域社会の

発展へ貢献する人材を育成することを教育上の目的としている。また本学の建学精神

「師弟の和熟による人間形成」に基づきながら、学科運営をおこなっている。学科の充

実を図るべく、昨年度事業報告について記す。 

 

基礎学力・専門知識面 

 ここ数年保育業界は、全国的な保育士不足もあり熊本県内を始め、八代市内でも就職

に関しては「売り手市場」である。一方で、幼稚園・保育園一体型の施設「認定こども

園」の導入化もあり、今後保育者を目指す者には「幼稚園免許」「保育士資格」に加え、

高い専門的知識・技術、保護者や子どもに対応するコミュニケーションスキルが、一層

求められる。 

本学科 1 年次の授業「基礎ゼミ」では、保育者の基礎となる教養や社会で生き抜くス

キルを身につけることを目標に、マナー、漢字テスト、文章作成能力向上、就職、障害

者理解のための講話等、幅広い内容に取り組んだ。2 年次の「キャリアスタディ」にお

いては、「基礎ゼミ」の内容を引き継ぎつつ、就職活動に関するより具体的なワークシ

ョップ、加えて「卒業研究」では発表、論文作成などにじっくり取り組み、より専門性

の高い学びを深めた。 

 

就職面 

平成 28 年度進路内定率は 89%（保育所 57％／施設 20％／幼稚園 4％／認定こども園 6％

／一般企業等 11％／進学 2％）と例年より若干低調な結果となった。これは、前年度（平

成 27 年度）に比べると、震災の影響もあり昨年に比べると大半の学生が、就職活動に出遅

れたが、人手不足という影響もあり保育関係の内定数が増加した点は評価できる。これに

ついては、先述したように保育業界の「売り手市場」の影響もあるが、上記「キャリアス

タディ」やゼミ担当教員を中心とした履歴書作成などを含め細やかな指導の成果と考える

こともできる。 

※ 主な就職・進学先（平成28年度） ※ 

【保育園】 ・八代郡市：みずほ保育園、鏡しらぬい保育園、からたち保育園、有佐保育園、

市立 

鏡第二保育園、わらび保育園、いずみ保育園、そよかぜ保育園、川岳保育園 

・熊本市：城南ふたば保育園、畠口みのり保育園、浄法たから保育園、出仲間保育園、わ

らべ保育園、城高保育園 ・その他の地域：ひかり保育園、かもめ保育園（宇城・宇土地

区）、浜町乳児保育園、中央青葉保育園（上益城・下益城地区）、菊池第二さくら幼楽園

（菊池郡）渡保育園、あおぞら保育園、林保育園、サン保育園、山江保育園（球磨・人吉



地区）、東向寺保育園（天草市）、はつの保育園、西方寺保育園（水俣地区）、光寿保育

園（高千穂町） 

【幼稚園】まこと幼稚園（宇城市）、大津音楽幼稚園(大津)  【認定子ども園】 青井認定こど

も園(人吉市)、竜北さくら認定こども園（氷川町）、富士見れんげこども園（埼玉県） 

【医療・福祉施設】 愛隣園、自立支援センターパールうき、愛育学園、くまもと芦北療育医

療センター、八代ナザレ園、セカンドさくら、国立水俣病研究センター、生活介護はなみ

ずき、八代市社会福祉事業団、社会福祉協議会北方支所、みずほ乳児院(福岡県) 【教育機

関・一般企業】 吉良食品(株)、熊本食品(株)、ハニーズ八代店、ラウンジ音信、焼肉のなべ

しま、高鍋信用金庫、秀岳館高等学校【進学】 熊本学園大学 商学科経営学部 

学生規律・マナー面 

本学科卒業生は、その多くが保育・教育現場へ就職し、園児の手本となり、彼らの成

長を支える責任ある立場となる。よって在学中においても、授業ルールを始め、規律あ

る行為・態度を身につけることが求められる。それについては、「基礎ゼミ（1 年次）」

「キャリアスタディ（2 年次）」を中心に、言葉遣いや挨拶などの基本的事項から、社

会的常識とはどのようなことか、といったことまで、昨年同様、少人数ゼミ担当教員に

より、きめ細やかな指導を行った。学生の授業態度などの状況については、昨年度は、

専任教員間の情報交換を軸に外部講師などからの指摘はほとんどなかった。 

 

様々な困難を抱える学生への支援 

入学前後に人間関係や心身の健康面で不安をもつ学生や、特別な配慮・支援が必要な

学生については、学内学習支援センタースタッフと連携しつつ、学習・生活面等、可能

なかぎり支援を行った。その他、併設校秀岳館高校はもとより、出身高校との学生情報

共有に努めた。学業不振学生についても、ゼミ担当教員を中心に、スタッフ連携しなが

ら個別的な指導へ取り組んだ（実習指導、特別補講等）。 

 

実習体制・指導等 

27 年度以降、実習担当者を中心として過去実習先情報のデータベース化も一部進み、

実習指導へ生かすことができた。また 28 年度は、県内（一部県外）保育者養成校が加

盟する「熊本県実習連絡協議会」に参加し、他養成校との繋がりも強めることができた。  

過去年度と同様、「幼稚園一日観察実習」を 9 月に八代市内公立幼稚園にて実施した。

本学にとって、最初の本実習を翌年の 2 月・3 月に控えた一年生にとって貴重な学びの

機会となった。半面、付属の実習園をもたない本学では、最初の実習期間が 1 か月とな

り、寒い時期でもあり、インフルエンザなどの心配面もあることから、実習園の確保は、

今後はより一層、厳しい面もある。 

また、今回は、前年度以上に、事前指導（身だしなみ。実習態度面）の時間を十分確

保し、実施した。その他、実習指導の授業等で、模擬設定保育やロールプレイング等盛



り込み、保育実践力の向上に努めた。今後も、昨年度の反省を生かし、より質の高い学

生に向けての実習体制の強化およびマナーや身だしなみなどの指導とともに教員間の

連携を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



秀 岳 館 高 等 学 校                

平成２８年度 事 業 報 告         

 

１ 法人の概要 

  １．法人名  八商学園 

  ２．設置校  秀岳館高等学校 

  ３．課程・昼夜別   全日制・昼間 

  ４．学科・コース別 

    A 普通科 

       ①特進コース  ②進学コース  ③保健福祉コース  ④総合コース 

    Ｂ 商業科 

       ①ＩＴコース  ②トータルデザインコース 

    Ｃ 建設工業科 

       ①テクニカルデザインコース  ②インテリアクラフトコース 

  ５．学科の入学定員及び生徒数の状況 

 

 

     入学定員 平成２８年度 

  入学者数 

     生徒数 

 (平成２８年５月１日現在）   定 員   総 数 

 普 通 科     ２４０人    ７２０人     ３０４人        ８７７人 

 商 業 科       ６０     １８０       ４４        １５０ 

 建設工業科     １００    ３００       ４８        １３３ 

     計     ４００  １，２００     ３９６      １，１６０ 

 

    ６．役員・教職員の概要 

    A 法人の役員（理事・監事）及び評議員 （平成２８年５月１日現在） 

                役    員    数 

 

理 

 

事 

 

 

    選任区分  定数  現員   

 監 

 

 事 

 

 

   選任区分    定数  現員 

 寄附行為第６条 

    第１項第１号・２号 

   人

  １ 

  人

 １ 

寄附行為第７条 

 

 

 

 

 ２人 

 

 

 

 

２人 

 

 

 

 

                       ３号 ２～３  ３ 

                       ４号 ２～４  ３ 

               計 ５～８   ７ 

 

                    評  議  員  数 

       選 任 区 分   定 数   現 員 

    寄附行為第２４条第１項第１号   ５～７人     ５人 



                               ２号   ２～４    ２ 

                         ３号・４号     １    １ 

                ５号   ７～１０    ９ 

                        計 １５～２２   １７ 

 

 

       Ｂ 教職員数（平成２８年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          職 務             校務分掌  

 

  

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     校 長      １人   １ 

 

 

 教務部 

  教育課程、日本語教育 

  入試、教員免許申請係 

   副校長兼事務局長       １ 

     事務局次長       １ 

     教 頭      １    ２ 

 

 総務部 

  庶務、ボランティア    事務長      １ 

   教 諭      １３   ３ 

 

  体育保健部 

  養護、部活動      講 師      ３９ 

     養護講師         １   ４  イベント部 

   事 務      １０    ５ 

 

 

 

 生活指導部 

  生活指導、交通・防犯 

    南光キャンパス、留学生 

    寮運営係 

     非常勤講師      ６  

     非常勤職員             １７ 

           計        ９７ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ６ 

 

 進路指導部 

  進学、就職 

   ７ 

  

  学年部（１年・２年・３年） 

    普通科、商業科、建設工業科 

  ８ 

 

 広報渉外部 

  生徒募集、広報 

  ９ 

 

  

 教育環境部 

  学校行事イベント、掃除 

  掲示教育、防災 

 １０ 

 

 

 人権・同和教育部 

   スクールカウンセリング 

  特別支援 

 １１ 

 

 

  事務部 

    事務、防災、トランスポート 

  保護者会 



 

  ７．教育方針 

    「秀でた四方の山々が天空を仰ぐ名山の如く、大地にしっかり根を張り、文武両

道を兼ね備え、機知機略に富む感性豊かな人材の育成」という教育理念を基に、

全力を結集して最高の闘志を抱き、全てにチャレンジして行く生徒の育成を主眼

とする。 

 

  ８．教育努力目標 

    以下の目標を掲げ、教職員が共同理解のもとに努めました。 

   ○礼節を重んじ遵法の心を養い、調和のとれた心身ともに健全な青少年の育成に努

める。 

   ○能動的な研修意欲に富む教師となる。 

    ①秀岳館高校に学びよかったと誇りに思う生徒。 

    ②秀岳館高校の教師としてよろこびとビジョンをもつ教師。 

    ③秀岳館高校を守り育て発展させようという地域の願い。 

      （理事会・評議員会・保護者会・同窓会） 

    ④世界の視点に立ち、国家、社会の教育に対する要請。 

      （教育の動向・国際的展望） 

  ９．教育実践の具現化 

   次のことを目標に掲げ、生徒の資質向上と個々の技能発掘を目指しました。 

         『感性ー進化（新化）』 

   教育実践の具現化を達成するために、「生き方を学びあう教育の創造」として、次の

１１  項目を掲げて教育を行いました。 

  ①礼節と対話（基本的行動の習慣性） 

    ◎挨 拶･･････一言対話 

    ◎友 愛･･････相手の思い 

     （優しさは対話力） 

  ②イベントプロジェクトの重視 

   ［広目の心で多聞し持続・増長］･･････怒るな叱れ  

◎個の理解･･･ 個性重視の原則 

        ◎動機探り･･･ 説得力 

  ③人権学習の重視 

     ◎人権・同和教育･･･ 生涯学習 

     ◎個性の尊重  ･･･ 人権学習 

  ④生徒指導・生活指導･･･ 対応力の研鑽 

  ⑤教育環境の整備・充実（クリーンライフの活用） 



     ◎美的感覚の醸成･･･ 服装、マナー 

     ◎自然と共生へのドリーム 

  ⑥リフレッシュな教育 

     ◎資格、検定等の取得 

     ◎楽しい授業の開発 

     ◎Ｉ・Ｔ指導の進化 

     ◎日常英会話の推進―国際交流 

  ⑦経営推進（学級・学校）の原点は担任･･･ 動・静・動の論理教師の力量を高める 

          ３学科８コース制の充実・工夫･･･ ◎各学級、各学年、各部等の連携強化 

                                           ◎家庭との信頼関係･･･判断力と対話力 

                                           ◎切磋琢磨 

  ⑧インタークラフト部の進取的な実践･･･ ◎ランドスケープ・デザイナー 

                                           ◎地域に貢献できる学校 

  ⑨広報活動の充実･･･地域に親しまれる活動（幼・小・中・地域） 

                       生徒主体の活動 

                       インターネット 

  ⑩学寮運営の教育的ビジョン･･･ 細心のケアー 

  ⑪現在・将来・未来のビジョン（フューチャープラン課の機能） 

          ◎感性の教育･･･ 感動する人間、感化する人間 

         ◎基礎・基本を身につける教育･･･ 型より型へ 

          ◎螺旋型教育･･･ 点、線、面、螺旋 

          ◎社会変革（国際交流）教育的洞察力 

 

 １０．経営方針 

      校訓の「中道を歩み社会有為の材となることを期せよ」をもとに「礼節を重んじ遵

法の心を養い、調和のとれた心身ともに健全な青少年の育成に努める。」ことを教育努

力目標に、  

    １ 実践三綱領 ①礼節･･･敬天愛人の道を深める  （徳） 

            ②真理･･･温故知新の学理を深める  （知） 

            ③剛健･･･剛毅木訥の人となる      （体） 

    ２ 目指す学校像 ①マインド（心、意識、理性）に溢れる・・・授業・イベン 

              ト 

                          ②優しさを基本とする（六感の自覚）～個性開花～ 

                          ③生涯学習社会ネットワーク確立を図る・・・地域等との連 

              携 

                          ④創造性に富む対話力 ＝ 実のある研修 



    ３ 目指す生徒像 ①自他の調和を図り、共生・共有する生徒（個性発信の能動 

性） 

             ②豊かな洞察力と判断力・実践力（知的感性） 

             ③国際的視点に立つ 

        ４ 心ある教師像 ①視野を広げ、柔軟性と豊かなビジョンを持つ教師 

                          ②新しいものをクリエイトしていく、チャレンジ精神の教師 

                          ③生活指導のできる教師（生徒指導力につなげる） 

                          ④事例即・我教師 

   を育成することであり、教育実践の具現化として、「和願愛語ーひとこと対話」を目

標に個性の発掘を行いました。 

   本校には国公私立の大学に進みたい者、スポーツに励みたい者、一芸に秀でた者、

中学校の出席日数が少ない者、身体の障害のある者などいろんな生徒が学園で共に学

んでいます。そうしたなかで和願愛語ーひとこと対話を行い、生徒一人一人を大切に

しています。 

   平成２８年度は３６２名の卒業生を社会に送り出しました。卒業生の進路として、

６７％（２４３名）の生徒が進学しました。その内、３９％（９４名）が四年制大学

に、５７％（１３８名）が短大・高専に、４％（１１名）が各種学校に進学しました。 

   卒業生の内、２４％（８５名）の生徒が就職し、５１％（４３名）が県内に、４９％

（４４名）が県外に就職しました。９％（３４名）は一時的に就職した生徒、家事手

伝いなどについています。  

   求人数は、昨年度より８０社増え、１，１９４社より求人を受け付けました。内訳

として、県内より１９４社（八代管内８１社、管外１１３社）、九州管内より１４８社、

四国・中国管内より３０社、近畿管内より２４３社、中部・東海管内１４５社、関東

管内４２６社、その他８社からです。 

 

  「進学先」 

  ○四年生大学  （主な大学） 

   熊本大学、琉球大学、熊本県立大学、宮崎公立大学、防衛大学校、東京理科大学、

法政大学、福岡大学、国士館大学、同志社大学、立命館大学、日本大学、帝京大学、

近畿大学、愛知学院大学、熊本保険福祉大学など。 

 

  「就職先」 （主な就職先） 

  ・公務員 

   熊本県警察、自衛隊（陸上、海上、）、警視庁、芦北町役場 

  ・県内（管内） 

   YKKAP(株)、横場工業(株)、コバシ(株)、櫻井精技(株)、(株)明和工業、八代熊交



(株)、八代食糧(株)、マルコーフーズ(株)、つばめ歯科クリニック、(有)松本建設、

いずみの里、田方福祉(株)、かがやき園、医療法人カジオ会八代病院、(有)小国建

設、(有)前田建築、 

  ・県内（管外） 

      九州産交運輸(株)、(株)建吉組、(株)オオタ、サン企画工業(株)、(株)ケイ・エフ・

ケイ小川、(株)ＭＡＣ、(株)大嶌屋、(有)荒木洋蘭、うなぎの德永、宮崎建設(有) 

  ・県外（九州） 

   中央製袋(株)、中村工業(株)、(株)天禄商会、南栄リース(株)、(株)小原鉄筋工業、

(株)ワールドストアパートナーズ、(株)特心、社会医療法人小寺会、福岡ソフトバ

ンクホース(株) 

  ・県外（関西） 

   ダイハツ工業(株)、山九(株)、(株)八神、(株)キューソーエルプラン、西日本旅客

鉄道(株)、佐川急便(株)、和食すし処番野 

    ・県外（中京） 

   トヨタ自動車(株)、トヨタ車体(株)、愛知陸連(株)、(株)上組東海支店、(株)尾川

パイプ、(株)天禄商会名古屋支店、飯島製本(株)、医療法人和合会、医療法人新生

会、社会福祉法人サン・ビジョン 

    ・県外（関東） 

   三菱ふそうトラック・ﾊﾞｽ(株)、(株)ＳＵＢＡＲＵ、日本建設工業(株)、ＪＦＥスチ

ール(株)東日本製鉄所、山崎製パン(株)、(株)カクヤス、(株)横浜ＤＥＮＡベイス

ターズなど。 

 

 

 

 


